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1. 名称 
 名称は、救急救命士ジャーナルとし、本誌の英文名は“Journal for Emergency 

Life-Saving Technician ”とする。 
 
2. 目的 
 本誌は日本救急救命学会の準機関誌であり、救急救命学の進歩と発展に寄与

することを目的とする。 
 
3. 投稿資格 

1) 筆頭著者は本学会の会員に限る。ただし、編集員会が寄稿を依頼した場

合は、その限りではない。著者の人数は 10 名以内とする。 
2) 投稿論文は二重投稿ではない旨を明記した「誓約書」に著者全員（10 名

以内）が署名・捺印をして添付すること。 
 
4. 論文の受付 

論文の受付には以下の要綱を満たす必要がある。 
1) 著者の人数が 10 名以内である。 
2) 8. 文章執筆要領に即した記述である。 
3) 投稿論文は二重投稿ではない旨を明記した「誓約書」に著者全員(10 名以

内)がすべての著者の COI 申告書を提出している。 
 
5. 論文の採否 

投稿論文の採否は編集委員を含む 3 名で査読後、編集委員会の審査によっ

て決定し、採用となった場合はその日をもって受理年月日とする。 
 
６. 投稿内容 

1) 本誌への掲載は救急救命士及び救急救命の領域の論文とする。 
2) 論文は国内で未発表のものに限り、二重投稿は禁止する。ただし、海外

で日本語以外の言語で発表した論文を日本語で記載しなおした場合は



二重投稿とはみなさないが、著作権の保有者に使用許諾を得ていること、

及びその場合の論文カテゴリは、「資料」とし最初の論文の掲載誌を明

記する。 
７. 投稿論文の種類 
  論文の種類は、総説、原著、調査・報告、症例・事例報告、資料・その他

とする。 
1) 総 説 

多面的に国内外の知見を集め、文献調査に基づき、総合的に学問的状

況を分析・概説し、考察したもの。 
２) 原著 

論文の体裁(目的・対象と方法・結果・考察)が整っており、研究内容 
新規性、独創性があり、方法の信頼性、妥当性が高く、その知見が論

理的に示されており、学術的価値の高いもの。 
3) 調査・報告  

独自に行った調査等の結果をまとめ、報告並びに解説したもの。 
4)  症例・事例報告  
単独または複数の症例や事例をまとめ、考察を加えたもの。 

5)  資料・その他  
編集委員会が適当と認めたもの。 

 
8. 文章執筆要領 

1)  原稿はパソコンの文書作成ソフト（Microsoft® word など）にて作成し、

A4判横書きで、40字×30行で行ページ設定する。 
2)  現代仮名遣いに従い、医学用語を除き常用漢字を用いる。 
3)  度量衡の単位は CGS単位を用いる。 
4)  統計処理を行った時は、統計学的検定法を明記する。 
5)  しばしば繰り返される語は略語を用いてよいが、初出の時は完全な用語

を用い、以下に略語を使用することを明記する。 
（例）心肺停止（cardiopulmonary arrest、以下 CPA と略す） 
6)   図、表、写真の引用は該当文章の末尾とする。 
7)  原著の本文は、はじめに、目的、方法、結果、考察、結論の順位に記述

する。 



8)  症例・事例報告の本文は、はじめに、症例、考察、（結論）の順に記述す

る。 
9)  論文の本文には頁数を付す。 
10) ランニングタイトルは 20字以内とする。 

 
9.  和文要旨 

400字以内の和文要旨をつける。 
 
10. 索引用語 

原則として日本語とし、総説、原著、調査・報告は 5 個以内とする。索引

から目的の論文を確実に検索できるようなものを選択する。 
 
11. 字数制限 

 原稿は本文、図表、写真、文献を含めて 12,000字以内とする。図、表、写

真は縦5cm×横7cmに縮小印刷が可能なもの1点を400字相当と換算する。 
 
12. 図、表、写真 

1)  図、表、写真には図１、表１、写真１などそれぞれに通し番号を付け、

日本語でタイトルを表記する。 
2)  写真は解像度が高いものが望ましい。 
3)  本文内に図、表、写真、の挿入箇所を示したうえで、用紙１枚に 1 点

とし、「図、表、写真番号、」「タイトル」「説明文」を記載する。 
4)  元データがある場合は提出する。 
5)  図、表、写真等を引用・転載する場合は、著者自身が著作権者の了解を

得た上で、出所を明記する。 
6) 図表は原則としてモノクロとする。カラーでの掲載を希望する場合はカ

ラー掲載料を著者が負担する。 
 
13. 文献 

1) 文献は本文中に上肩付した引用番号順に配列し、20 編程度とする。 
2) 著者は筆頭著者から 3 名までは明記し、それ以上は「他」または「et al」

とする。 



3) 雑誌名略記は医学中央雑誌刊行会・醫学中央雑誌収載誌目録略名表及

び Index Medicus に準ずる。 
4) 文献記載例 
＜雑誌＞ 
引用番号）著者名：題名．雑誌名 発行西暦年；巻：頁-頁． 
1) 片山 祐介, 北村 哲久, 清原 康介, 他：救急電話相談での緊急度判定

で緊急度が低かった救急車出動事例の検討．日臨救急医会誌 2018；
21：697-703 

2) Kinoshi T, Tanaka S, Sagisaka R, et sl：Mobile Automated External 
Defibrillator Response System during Road Races．N Engl J Med 
2018；379：488-489 

＜単行本＞ 
引用番号）著者名：分担項目題名．編者名．書名． (巻). (版). 発行所，発

行地，西暦年，p頁-頁. 
1. 鵜飼卓：阪神・淡路大震災．鵜飼卓他編．事例から学ぶ災害医療．南

江堂，東京，1995, pp35-48. 
<WEB サイト> 
引用番号)サイト機関:ページ名.(改行)URL(最終アクセス日:yy.mm.dd) 
１）総務省消防庁:平成 30 年度版救急救助の現況. 

https://www.fdma.go.jp/publication/rescue/post7.html(アクセス日：2020.1.26) 

 
14. 倫理規定 

1) 投稿論文のなかで、臨床に関わるものにおいては、傷病者や被験者な

らびに特定の個人の人権を損なうことのないよう、必要に応じて倫理

委員会による審査を得るなどして、十分配慮されたものでなければな

らない。 
2) 個人が特定される年月日などの記載は臨床経過を知るうえでの必要最

小限にとどめ、プライバシー保護に留意すること。 
     3)  実験動物に関わるものにおいては、動物愛護の面に十分配慮されたも

のでなければならず、必要に応じてその旨を記載する。 
 
 



15. COI（利益相反）の開示 
全著者の投稿内容に関連する企業や営利を目的とした団体からの資金援

助等の利益相反関係を開示しなければならない。 
 
16. 校正 

掲載直前の最終校正は著者校正とするが、その際、大幅な追加、削除は認

めない。 
 
17. 別刷り 
   1) 発注は 10 部単位とし、製作費の実費を支払う。 

2) 注文は著者校正時に行う。 
3) 料金の支払いをもって発注完了とし、発注完了後 1 か月を目途に納品

する。 
 
18. 論文の著作権 

本誌に掲載された著作物の著作権は、著者と日本救急救命学会の両者が保

持するものとする。 
 
19．原稿の投稿方法 

1) 論文投稿は電子媒体のみ受け付ける。 
2)  著者は、図表入り完成原稿、図表ファイル(PDF 形式以外)、誓約書(書
式 A)を本学会事務局に電子メールによって送付する。 

3)  COI の申告がある場合には、「投稿時 COI(利益相反)申告書」（書式 B）

を合わせて送付する。 
4)  著者は査読結果が通知された後、論文に修正が必要な場合は、一ヶ月以

内に修正した論文、および査読コメントの回答文を返信する。 
5)  著者は採択後の校正作業を一ヶ月以内に行う。 
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